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講　評

1
農業の振興
と農山村づ
くり

ソフト
一般社団法人
日本きのこマイス
ター協会

信州中野　きの
こ産業の歴史と
未来

きのこ産業の歴史等について、企画展を実施するほか、お菓子作
り教室、工場見学、収穫体験、栽培チャレンジ等のワークショッ
プを実施し、すべての回（全３回）に参加した子どもには「キッ
ズきのこマイスター」として認定する。
10月には、きのこ観察会を実施し、親子レクレーション等を行
う。
①企画展開催費用（展示パネル、リーフレット作成等）、ワーク
ショップ、イベント等

2,062,954 1,630,000

・企画展は、きのこの「食と健康」をテーマに、きの
こ加工製品、きのこと健康について紹介や「きのこ総
選挙」を実施し、きのこへの興味や関心の拡大につな
がった。
・子どもを対象にしたワークショップでは、栽培現場
視察等を実施するとともに、きのこ観察会を開催する
等、子どもから大人まで地域の特産物であるきのこに
ついてわかりやすく学ぶ機会を提供し関心を深めるこ
とができた。
・ワークショップでは、キッズきのこマイスターを認
定するなど、子どもの頃からきのこに対して継続して
関心が持てるよう工夫されており、継続した取組に期
待する。

2
保健、医
療、福祉の
充実

ソフト
・

ハード

信州Ｇプロジェク
ト

子どもの居場所
作り事業

新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、旅行等に行けない
子どもたちに家庭でも作れる水鉄砲や、ひょうたんランプセット
などのプレゼントする企画「ハッピーカムカム（子ども救済プロ
ジェクト）」を実施する。
自団体が市内で２年間運営している「だがしやG」の衣類・学用
品等の無料コーナーを雨天時や冬でも設置できるテントを購入。
①イベント開催費用（水鉄砲・ひょうたんランプづくり経費）、
②無料コーナーテント設置

990,510 751,000

・コロナ対策を行いながら、子どもたちの居場所と思
い出を作るイベントが開催された。
・フードドライブなどで家庭で不要になった衣料品や
学用品等地域から提供された品を無料コーナーとして
設置し、必要な方に活用してもらう取組が行われた。
・年間を通して地域サポートできる無料コーナーの設
置などに取り組んでおり、引き続き地域の居場所作り
の取組に期待する。

3
教育、文化
の振興

ソフト
特定非営利活動法
人信州ふるさと郷
育ネットワーク

子どもの環境・
郷土学習に関わ
る事業)

平成28年度に支援金を活用して作成した「中野市ふるさとドリ
ル」を印刷し小学３年生に配布する。ほか、その後作成した英語
（小・中学校別）の印刷、令和元年に初めて実施し「ふるさと
ジュニア検定」を実施する。
①ふるさとドリル、ジュニア検定等印刷費、チラシ代

946,000 756,000

・平成28年度に作成した「中野市ふるさとドリル」の
印刷に加え、「中野市ふるさとドリル英語版」（教師
用）を作成し、配布したことで、市内の小学３年生か
ら中学３年生の手元にドリルが届き、郷土中野市への
理解を一層深め、郷土愛の醸成につながった。
・11月に実施した「第２回中野市ふるさとジュニア検
定」では、前回から平均点が11点アップするなど、郷
土に愛着を持つ子どもたちを育てる取組の成果が出て
きている。
・今後は、冊子配布からタブレット等での提供を見据
えるなど、事業の継続的、発展的な取組に期待する。

4
地域協働の
推進

ハード 中野市
手作り農村支援
事業

農村地域における高齢化や後継者不足による農作業等の負担軽減
と効率化を図るため、地域住民が協働して行う農道・水路の補
修・整備の直接施工や維持管理活動に必要な材料支給や重機の提
供等の支援を行う。
②農道舗装７地区、水路改修10地区

11,758,925 5,878,000

・高齢化が進む農村地域での作業労力の負担軽減が図
られた。
・住民が自ら施工計画をたて協働作業を行うことで、
自立意識の涵養と愛着を持った維持管理につながっ
た。

5
地域協働の
推進

ハード 飯山市
協働のむらづく
り事業

住民と市が協働して農林業用施設を整備することにより、事業費
を圧縮、施設の維持管理作業を軽減し、農林業生産の効率を高め
る。　また、協働作業を通じて住民同士の交流、施設管理意識の
向上を図る。
事業実施26箇所、うち支援金対象：農林道舗装等12箇所、水路
改修15箇所、林道舗装２箇所　②原材料購入費

6,257,408 3,770,000

・高齢化が進む農村地域での作業労力の負担軽減が図
られた。
・住民が自ら施工計画をたて協働作業を行うことで、
自立意識の涵養と愛着を持った維持管理につながっ
た。
・地元負担金もあり、地域住民の連帯と活性化につな
がっている。

6

その他地域
の元気を生
み出す地域
づくり

ソフト
・

ハード
飯山市

雪エネルギー推
進事業

飯山市では雪の利活用を検討するため民間事業者等と雪エネル
ギー検討会議を立ち上げ、市所有の雪室に酒やそば、野菜を貯蔵
し、味や食感変化の実証実験や雪室商品の開発を行い、併せて首
都圏でのＰＲ等ブランド化を推進してきた。R２は雪室商品の開
発品目（酢）と雪室を利用する事業者をさらに増やし、首都圏で
のＰＲも実施して雪室のさらなる利活用を図る。
①商品開発委託費（酢）、商品管理用消耗品・備品、首都圏ＰＲ
旅費

680,550 544,000

・雪室の温度湿度の管理や商品管理により、味の変化
や出荷時期の延長など雪室効果の実証に加えて、雪室
利用商品の開発につながった。
・銀座Nagano等でのＰＲのほか、雪室内スペースを有
効活用するための環境整備を行い、利用者の増加につ
ながった。
・飯山市雪エネルギー検討会議として「雪室を利用し
た地域の特色ある商品開発」をテーマに参加した脱炭
素チャレンジカップ2021では、全国144団体が参加す
る中、文部科学大臣賞を受賞し、取組は全国的にも高
い評価を得ている。
・引き続き、管内市町村のモデルとなるような発展的
な取組に期待する。

7
特色ある観
光地づくり

ソフト
一般社団法人信州
いいやま観光局

信越自然郷“ふ
るさと”プロ
ジェクト　～自
転車編～

   信越自然郷アクティビティセンターでは広域エリアでのサイク
ルツーリズムの取組として地域内にサイクルステーションの設置
やコース整備等ハード面を充実させ環境整備を進めてきたが、グ
リーン期の誘客が未だ課題である。平成30年には事業者等で構
成されるワーキンググループを立ち上げ、令和元年度からは支援
金を活用してE-BIKEを導入し幅広いユーザー層に訴求すること
ができるようになった。令和２年度では、引き続き、E-BIKEの
リースのほか、地域情報発信する誘客キャンペーン「信越ペダル
キャンペーン」とオフロードを活用したツアーを計２回実施し、
サイクルツーリズムの機運を高めていく。
①E-BIKEリース10台分、地域情報発信誘客キャンペーン費用、
中上級者向けツアー実施費用、ツアー告知チラシ等

1,892,707 1,300,000

・E-BIKEの導入は、起伏の多い当地域の地形を克服す
る観光資源として、グリーンシーズンの誘客やコロナ
禍にも対応しており、レンタル稼働が前年比413％と
利用者の増加につながった。
・今後も、信越自然郷他市町村と連携した地域一体で
の有効活用に加え、県全域で推進している「Japan Alps
Cycling プロジェクト」と連携した取組に期待する。

8
特色ある観
光地づくり

ソフト
ＮＰＯ法人信越ト
レイルクラブ

信越トレイル延
伸に伴う広域観
光推進事業

平成30年に全線開通10周年を迎え、令和２年秋には苗場山まで
延伸されることから、令和元年度に引き続き、延伸を契機とした
信越トレイルの魅力発信として、パンフレットやマップ、ガイド
ブックを作成する。また、令和元年度に作成した公式ホームペー
ジに掲載する延伸区間を中心にハイキングをレポートしたWEBコ
ンテンツを制作する。
①マップ、パンフ印刷費用、ガイドブック製作・印刷費用、ＨＰ
用プロモーションコンテンツ制作費用

2,904,000 2,323,000

・当初予定していた信越トレイルの延伸に伴う広報や
イベントは、コロナウイルス禍による延伸の１年延期
により、内容を見直したが、情報提供ツール（マッ
プ、パンフレット、ＨＰ）を活用して現行ルートのメ
ディアへのＰＲを行うことで、テントサイト利用者の
増加につながった。
・令和３年は、１年延長となった全線開通が予定され
ており、適切に事業の執行管理を行い、継続して発展
的な取組が行われるように期待する。

9
教育、文化
の振興

ソフト
特定非営利活動法
人ぱーむぼいす

若者が地域に自
分の出番を創る
製革学習

不登校や引きこもりなど社会生活に困難を有する子ども・若者
に、地元猟友会の協力のもと、鹿や熊の解体後の皮を有効活用
し、令和元年は年間10枚の皮をなめすことができた。令和２年
はさらなる製革技術の向上に取り組むほか、なめした皮を活用し
たビジネスモデルの具体化を目指す研究会「PALMVOICE LABO」
を開催し、下高井農林高校や縫製を担う障がい者施設など多様な
人材と関わりながらコミュニケーション能力や課題解決能力を高
めていく。
①研究会コーディネート謝礼、なめし材、作業場所整備原材料等

1,022,048 557,000

・社会的自立に困難さを持つ若者を、鹿革なめしの実
習を通して、人と関わる機会とともに、技術的・精神
的に地域での出番のきっかけを創ったことで、６名の
就労につながり、成果が現れている。
・今後も、長野県立大学と連携した対面指導や試験販
売等の継続した取組に期待する。

令和２年度「地域発　元気づくり支援金」事業実施結果（北信地域）



10
安全・安心
な地域づく
り

ハード 藤沢区

雪国でも安心し
て生活できる克
雪集落づくり事
業

令和元年度から３か年計画で、長年の課題であった集落内の機械
除雪ができない狭小道路を自然流水で消雪するための設備の施
工、水路改修、排雪用タネの整備を行い、集落全体での効果的な
除雪を目指す。施工は住民ができる部分は自ら行う。
　令和２年度は、水路の改修１箇所のほか、排雪・融雪用のタネ
を３箇所設置する工事を実施。
②水路改修原材料、現場管理費、タネ整備３箇所、運搬費、諸経
費等

7,920,000 5,940,000

・高齢者が多く降雪量が多い地域でも少ない労力で消
雪できるよう、排雪用のタネの整備や水路改修工事を
住民自らが作業に取り組み、安全・安心な生活につな
がった。
・今後も、住民自らが考え行動することで、集落の課
題発見や意識の共有が図られるよう期待する。

11
農業の振興
と農山村づ
くり

ソフト
一般社団法人
飯山そば振興研究
会

飯山のそばによ
る元気な地域づ
くり事業

飯山市内の小規模そば生産者団体で組織される研究会が、平成
30年度から支援金を活用してそばの６次産業化を目指してい
る。これまでコンバインや製麺所、真空包装機を整備してきた
が、そばは麺の状態にすることで利益が上がるため、令和２年度
は製麺機と急速冷凍機を導入し、夏場に大量に生産できない手打
ちの課題を解決するとともに、市内のそば店舗での提供やふるさ
と納税の返礼品等により、「いいやまそば」の付加価値向上、魅
力発信を図る。
①商品開発、情報発信・PR、②製麺機、急速冷凍器、製麺所空
調設備

5,020,186 3,776,000

・これまで２年間の活動を踏まえ、製麺機や急速冷凍
器を導入することで、収穫から製麺までの６次産業化
に道筋がついた。
・本格的な販売に向け、試作品の製造、ブランド向上
のためのロゴマーク作成とともに、将来の担い手とな
る打ち手の育成までつなげられた。
・引き続き地域との連携を進め、生産体制の強化と販
路拡大等に取り組み、雪室熟成そばの振興が進むよう
期待する。

12 商業の振興
ソフト

・
ハード

飯山仏壇事業協同
組合

飯山仏壇「思い
出の門」プロ
モーション大作
戦展開事業

国指定の伝統的工芸品である飯山仏壇は、ライフスタイルの変化
などにより仏壇市場の縮小化により厳しい状況が続いている。そ
こで令和元年度に飯山仏壇通りの魅力と飯山仏壇をわかりやすく
情報発信し、仏壇への親近感の醸成により集客につなげ、飯山仏
壇の産業振興を図るポスターコンテストを実施したところ大きな
反響を呼んだ。令和２年度は飯山仏壇の新たなコンセプトである
「思い出の門」ポスターの掲示、ＰＶ等でＰＲし、コンセプトに
沿った商品開発をすることで、飯山仏壇通りを盛り上げ、仏壇市
場の拡大を目指す。
①ポスターコンテストキックオフイベント・表彰式等運営経費・
謝金等、コンテストチラシ・ポスター・広告等、イベント、商品
開発等消耗品、動画作成、WEB投票システム、ＨＰ作成、ポス
ターデザイン調整・印刷費、コンテスト用ポスター制作団体活動
補助、②３Ｄプリンター購入費　等

5,474,530 4,359,000

・飯山仏壇の新たなコンセプトである「命は美しく尊
い」をテーマに実施した４回の大型ポスター展示は、
各種メディアに取り上げられ、飯山仏壇と飯山仏壇通
りの魅力発信につながった。
・新たなコンセプトのもと新商品「命の器」の開発が
進められ、試作品の発表にまでつながった。
・今後は、試作品段階の「命の器」の商品化ととも
に、継続的な飯山仏壇・飯山仏壇通りの魅力発信に期
待する。

13

その他地域
の元気を生
み出す地域
づくり

ソフト
かまくら祭り実行
委員会

信州いいやま
「かまくらの
里」の持続・発
展を支える事業

飯山市外様地区住民の地道な努力等により、かまくらの里やかま
くらレストランは国内外から注目される観光コンテンツとなって
いるが、この取組を持続的に発展させ、雪国の知恵や雪を楽しむ
体験の発信・提供ができるよう会場照明や案内看板を設置する。
Ｒ１は暖冬により初めてかまくらを造り直す必要が生じたため、
今後を見据え、かまくらの雨・日除けシート等を購入する。ま
た、先駆的な取組であることから「かまくらの里」など３つの商
標登録を行い、かまくらの里ブランドの安定的な使用・発信を図
る。
①スタッフウェア28人分、雨・日除けシート４枚分、商標登録
申請費用、案内横断幕　②会場夜間照明設置工事、案内看板

1,404,291 1,068,000

・かまくらの里やかまくらレストランは国内外から注
目される観光コンテンツであるが、暖冬期や夜間対応
等の課題となっていた部分に適切に対応することで、
利用者数の回復や滞在時間の延長等の成果につながっ
た。
・「かまくらの里」など３点について商標登録を行
い、継続的な活動の基礎固めにつながった。
・今後も、Withコロナを見据え、事業継続とともに、
拡大されることを期待する。

14
教育、文化
の振興

ソフト
宇木古代桜ふるさ
と事業実行委員会

宇木古代桜樹勢
回復事業

山ノ内町宇木地区には県の天然記念物である千歳桜をはじめ５本
の古代桜があり、善光寺平を一望できる景観などから、同地区で
は４月の宇木古代桜まつりを開催して古代桜を生かした地域の魅
力発信を行っている。
　こうしたなか、樹齢850年余の千歳桜をはじめ、古代桜は経年
による樹勢の低下があり、地域の歴史ある資源の維持保全が課題
である。
　そこで、樹勢の回復事業等を実施し、地域資源の保全に努めつ
つ、折れてしまった千歳桜の枝を活用した勾玉づくりワーク
ショップを子どもたちと行うことで地域の歴史を学び郷土愛の醸
成を図る。勾玉は、古代桜まつりで行っている募金への返礼品と
し、募金は今後の木の治療に充てる。
①枯れ枝除去・施肥等作業委託、源平桜復活用紅しだれ桜植樹、
ワークショップ経費

530,000 424,000

・県の天然記念物である千歳桜をはじめ５本の古代桜
の植樹や樹勢の回復等の維持管理を実施し、地域資源
の保全につながった。
・地域の子ども達を対象に古代桜に関するワーク
ショップを開催し、地域資源の伝承等を通じて、郷土
愛の醸成が図られた。
　今後も、古代桜を地域資源の核として事業を継続
し、地域の活性化につなげていくことに期待する。

15
農業の振興
と農山村づ
くり

ハード
山ノ内町そば生産
振興組合

山ノ内町そば生
産強化事業

町では須賀川そばを町内だけでなく銀座NAGANOのイベントでＰ
Ｒするなど、須賀川そばの認知度や付加価値の向上に取り組んで
きたが、令和元年度に農水省から「SAVOR JAPAN（農泊 食文化
海外発信地域）」に認定されたことを受け、そば打ち体験などと
併せたさらなるＰＲをし、インバウンドの推進を図ることとなっ
た。
　今後、須賀川そばの需要増が見込まれるが、須賀川そばの生産
を担っている団体の現在の設備状況では、栽培面積的に適期収穫
や乾燥調製等が難しいため、コンバイン等を導入することで収穫
量の向上を図る。
②そば収穫用コンバイン、そば乾燥機

6,583,500 4,937,000

・山ノ内町地域（須賀川そば他）は、令和元年度に
SAVOR JAPAN（農林水産省）に認定されたことで今後
需要の拡大が見込まれていたが、コンバインの増設と
乾燥機の導入による適期収穫により、単位収量増が図
られた。
・生産資材の導入により、そばの作付面積の拡大が可
能となり、農地の流動化が進み、遊休荒廃地の拡大防
止につながった。
・今後も、事業を継続し、消費拡大とともに作付面積
の拡大に期待する。

16

その他（産
業の振興及
び雇用の拡
大）

ソフト
・

ハード

すがかわ暮らし応
援隊

須賀川地区フッ
トパスコース”
盆じゃもの”開
設事業

須賀川地区にある「とりで街道」が平成29年にNPO法人新日本歩
く道紀行推進機構から「新日本歩く道100選 ふるさとの道」に認
定されたことを受け、歴史ある街道をフットパスとして整備し、
同時に地域に伝承される民話と組み合わせたツアーとすること
で、訪れる人に暮らしや文化等、地域のありのままの風景を体験
してもらう。
①コースマップ作成、案内看板、新聞広告、民話の収録、ガイド
養成講師謝礼等、②コース大型案内板

893,102 695,000

・一部廃道となっていた昔の街道「とりで街道」を始
め、地域内にフットパスコースを整備し、体験会等の
開催を通じて地域活性化につながった。
・地域住民もフットパスを経験することで、地域の歴
史や文化に触れ様々な人と交流し、郷土愛の醸成につ
ながった。
・今後も、フットパスを継続して実施することで、地
域住民の故郷への愛着心と地域活性化に期待する。

17
地域協働の
推進

ハード 山ノ内町

地域協働で農業
に活力を与える
ための施設整備
（農業用水路縞
鋼蓋の設置）

高齢化等により農業経営の先行きが不安定な中、地域住民が協同
で農道等の整備を行うことにより地域のつながりを深め、農業に
活力を与え、農村全体が元気になる。
②農業用水路縞鋼板蓋設置２地区　原材料費

1,606,700 803,000

・高齢化が進む農村地域での作業労力の負担軽減が図
られた。
・住民が自ら施工計画をたて協働作業を行うことで、
自立意識の涵養と愛着を持った維持管理につながっ
た。

18
環境保全、
景観形成

ソフト
・

ハード

特定非営利活動法
人太陽と水と緑の
プロジェクト

安全・安心な魅
力ある木島平エ
コヴィレッジ推
進事業

村内に超小水力発電の設置、村内50世帯への小型ソーラーパネ
ルのモデル設置（ワークショップ含む）により、自然エネルギー
への村民意識の高揚を図る。
①超小水力発電設置２台、小型ソーラーパネル50台、講師謝金
等ワークショップ経費

762,416 571,000

・水路を利用した超小水力発電や小太陽光発電の地域
住民へのモニタリングを通して、自然エネルギーへの
理解促進につながった。
・機器のモニタリングでは、貸与できなかった人から
事業継続の要望も出ており、地域住民と連携を図りな
がら、事業が継続されることに期待する。

19

その他地域
の元気を生
み出す地域
づくり

ソフト
特定非営利活動法
人地域創生研究所
あつまれむらびと

地域課題解決の
ための人材育成
を目指す学び企
画

これまでサロン活動等で住民からアイディアが出ても、資金、手
法、人材などの課題のため、実現に至らなかったケースが多かっ
たため、令和元年度は先進事例やノウハウを学ぶ研修会を様々な
テーマの専門家を講師に年10回開催した。令和２年度は、令和
元年度に学んだ講座から地域に必要と思われる「特産品開発」に
ついてさらに深く学び、アイデアソン等(オンライン）によって
特産品を中心とした観光商材の開発を目指す。
①アイデアソン企画運営一式、講師謝礼等、授業企画、チラシデ
ザイン・印刷等

399,840 319,000

・地域の課題解決に向けて、専門家等から学ぶアイデ
アキャンプを開催し、地域住民が様々な視点から地域
課題に向き合うきっかけにつながった。
・今後とも、オンライン等によるミーティングを継続
し、実践に向けた取組に期待する。

20
特色ある観
光地づくり

ソフト
・

ハード

一般社団法人
木島平村観光振興
局

木島平村の強み
を活かした
ウォーキング＆
サイクルツーリ
ズム事業

近年、従来のようなツアーやイベント中心の旅行から、多様で個
別化したニーズを求める個人客が増え、観光振興局でも旅行部会
による検討を行い、内山乃雫ツアーや高社山トレッキングなどを
実施してきた。令和２年度は、「自然豊かな農村」という強みを
生かし、地域住民も交えた局の各部会（誘客宣伝、旅行、特産
品）との協働検討により、飯山駅等近隣市町村との連携も加味
し、「木島平のそのままの風景」を活用したウォーキングや自転
車による散策・周遊に特化した事業を進める。
　①村内周遊パンフレットの作成16ｐ×3,000部、スタンプラ
リーの開催経費（年１回）、ウォーキングイベント企画運営・広
告委託、②電動自転車２台購入

2,443,633 1,922,000

・パンフレットの作成やスタンプラリーの開催等によ
り、新たな村内の観光資源の発掘に加え、スタンプラ
リーに参加した事業所等の観光事業への意識醸成につ
ながった。
・木島平村の観光資源の強みである「自然豊かな農
村」の魅力を、E-BIKE導入やスタンプラリー等の実施
により内外に発信し、周遊型来訪者の開拓につながっ
た。
・今後も、信越自然郷他市町村と連携した地域一体で
の有効活用の取組に期待する。



21
地域協働の
推進

ハード 野沢温泉村
手づくり林道舗
装等事業

農地・林地の荒廃を防ぐため、地元住民が互いに協力し必要な林
道舗装等を行い、農作業の効率化と生産意欲の向上、林業振興を
図る。
②原材料費支給　林道２か所

817,850 545,000

・高齢化が進む農村地域での作業労力の負担軽減が図
られた。
・住民が自ら施工計画をたて協働作業を行うことで、
自立意識の涵養と愛着を持った維持管理につながっ
た。

22
特色ある観
光地づくり

ハード 野沢温泉村
Ｅ－ＢＩＫＥに
よる温泉街等周
遊プロジェクト

野沢温泉村は坂が多くサイクリングには適さないが、Ｅ－ＢＩＫ
Ｅであれば坂道もなんなく操作できる。村では「温泉街そぞろ歩
き」を謳っているが、村内の観光名所をＥ－ＢＩＫＥで簡単散策
できるようになれば観光ツールが増え、信越自然郷が推進してい
るサイクルツーリズムと連携することで飯山駅から野沢温泉まで
サイクリングを楽しみ、温泉で疲れを癒すなど様々な活用方法が
ある。
　なお、Ｅ－ＢＩＫＥの貸出は観光協会が担う。
②Ｅ－ＢＩＫＥ（マウンテンバイクタイプ）２台購入

811,800 608,000

・E-BIKE導入により、更なる地域の魅力を限られた時
間でお客様に提供、提案できる環境が整った。
・E- BIKEレンタル台数52台
・旅行ツアーでのレンタル38台

23
農業の振興
と農山村づ
くり

ハード
小赤沢活性化倶楽
部

秋山地域の野生
鳥獣被害対策と
集落維持事業

栄村秋山地域は山間地で狭い耕作地を活用して稲作、山菜、きの
こなどを栽培している。近年、野生鳥獣特にニホンジカ、イノシ
シ、サルが農林産物を食い荒らしたり踏みつけたりして出荷でき
ない被害が多く出ている。行政では電気柵の補助や鳥獣対策院に
よるパトロールを行っているが被害は食い止められていない。
　そこで、熱センサーや撃退用スピーカー、ロケット花火などを
搭載したドローンを導入し、ドローンの操縦講習会を行うととも
に、野生鳥獣を追い払うほか猟友会とも連携して有害駆除を行
う。
②ドローン購入

585,145 438,000

・ドローンの操縦講習により操縦者を養成し、ドロー
ンを活用したパトロールを行うことで、野生鳥獣被害
から農作物を守る活動につながった。
・今後は、地域の若者や猟友会と連携して、事業を継
続することを期待する。

24
教育、文化
の振興

ソフト ふれあい会
楽しみのある地
域づくり

栄村にはさるぼぼなどの伝統工芸、あんぼなどの郷土料理がある
が、人口減少や少子化により、若い世代がこの地域に適応した技
術や知恵に触れる機会が減ってきている。そこで、技術や知恵を
持つ団体が、主に子育て世代を対象に子ども用のちゃんちゃんこ
や半纏づくり、簡単にできる郷土料理講習会を開催することで若
い世代でも伝統に親しみやすい環境をつくり、次の世代へ継承し
ていく。
①ミシン２台、ホットプレート、フードプロセッサー等調理器
具、アイロン等

468,413 362,000

・伝統工芸や郷土料理の若い世代への伝承を通じて、
高齢者のやりがいや、コミュニティの維持につながっ
た。
・若い世代が２名新規加入したり、男性の準会員が加
入する等、地域で取組の成果が現れている。
・活動とともに、高齢者も新作づくりの目標を持つな
ど、やりがいや積極性が生まれた。
・高齢者が無理なく楽しめる活動の場を維持するとと
もに、伝統が継承されていくことに期待する。

25
地域協働の
推進

ハード 森区 高齢者活躍

森区では、道路及び水路の維持管理のため、休日に行う普請等で
刈払いによる除草作業を行っている。近年は、作業人員の不足や
高齢化により限られた若い現役世代に平日に休みを取ってもらい
重作業してもらうなどを負担をかけている。そこで、日中時間の
ある高齢者でも安全に扱える自走式の動噴を導入することで若い
世代の負担を軽減し、高齢者が活躍し、生きがいをもって地域に
貢献できる機会を創出する。
②自走式動噴一式

521,400 347,000

・従来は若い現役世代が休暇を取って作業していた
が、高齢者でも余裕を持ちながら生活道路や通学路、
荒廃地等の環境整備（除草作業）が行え、高齢者の活
躍の場の創出につながった。
・今後も、体力的な衰えでの引退・離農が緩和できる
よう、継続した取組に期待する。

26
特色ある観
光地づくり

ソフト
・

ハード

栄村秋山郷観光協
会

森宮野原駅周辺
及び秋山郷天池
環境整備事業

栄村は、平成23年の震災以降、観光客の減少が課題で、村内観
光施設の受入環境の向上に取り組んでいる。令和元年度に森宮野
原駅周辺の環境整備に取り組んだが、観光客の満足度をより高め
るため、令和２年度は駅から道の駅に続く千曲川遊歩道を散策で
きるよう整備し、村の新たな観光資源とする。また、長野大学と
協働して駅前周辺店舗のシャッター10箇所に絵を描いてもらい
ＳＮＳ等で発信し写真スポット化を狙う。さらに、主要な観光ス
ポットである秋山郷天池に周辺の案内看板を設置し、散策等滞在
時間の増加を目指す。
①森宮野原駅周辺花壇整備、千曲川遊歩道の整備、駅前シャッ
ターアート消耗品、学生交通費・滞在費補助、レンタサイクル保
管用コンテナリース、②天池案内看板設置

841,006 634,000

・村内の観光客を増やすため、村民や長野大学の学生
と連携して森宮野原駅周辺において、千曲川遊歩道の
整備、シャッターアートやレンタサイクルを導入し、
観光客の受入環境の整備を進め、利用者の増加につな
がった。
・今後も、事業を継続するとともに、信越自然郷との
連携による事業の拡大に期待する。

27
農業の振興
と農山村づ
くり

ハード 栄村
農地等国土保全
事業

農業従事者の高齢化が進む中、農業用施設の維持管理作業の軽減
を図るため、集落等の要望により改修が必要な農道及び用排水路
等について、村が原材料等を支給する。
②原材料支給:農道舗装等２箇所、水路等改修７箇所

2,338,083 1,324,000

・高齢化が進む農村地域での作業労力の負担軽減が図
られた。
・住民が自ら施工計画をたて協働作業を行うことで、
自立意識の涵養と愛着を持った維持管理につながっ
た。
・地元負担金もあり、地域住民の連帯と活性化につな
がっている。

全27事業


